
 

 

                                     

    

 

回覧 

 

地域のみなさま、こんにちは。霜の降りる朝もあり冬の訪れを感じる頃となりましたが、

お元気でお過ごしでしょうか。早いもので今年も残すところ一か月余りとなりました。西春

近南保育園の子どもたちは、たくさんの経験を積みながら、さらに逞しく元気いっぱい成長

しています。今回は、秋の保育園の様子や子どもたちの姿を紹介します。 

 

  

 
子どもたちは登園するとすぐに園庭に飛び出していきます。澄み切った青空の

下、バッタやトンボを追いかけたり草花や木の実を使ってごちそう作りをしたり

と秋の自然に触れながら思い思いの遊びを楽しんでいました。今は、ドッジボー

ルや鬼ごっこ、かくれんぼなどの遊びや泥だんご作り、ごちそう作りなども盛ん

です。未満児さんから年長さんまで、園庭で元気いっぱい遊んでいます。 

 

虫が大好きな年長さん。虫メガネで

じっくり観察。図鑑で調べます。 
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西春近南保育園 

 

茹でたヘチマの皮を剝きました。 

「ヌルヌルするね～」 

ヘチマを栽培しました。大きな

ヘチマがたくさんなりました。 



高い所のリンゴは年長さんがお手伝い

「これ？」「そうそう！」 

 

「うんとこしょっ、抜けないなぁ」 

 

「大根、抜けたよ！」 

嬉しそうな年少さんです 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

保育園の畑で育てたサツマイモや大根を収穫しました。びっくりするほど大きく育

ったサツマイモもあり、大喜びの子どもたち。賑やかな芋掘りとなりました。また

今年も保育園近くの畑でリンゴ栽培をされている浦野さんにお声掛けいただき、リ

ンゴを自分の手で収穫するという体験もさせていただくことが出来ました。 

 

秋を満喫した子どもたち。１２月には発表会「たのしいあつまり」やクリスマス会が予定されて

います。寒くなってきますが、戸外でもたくさん遊んで元気いっぱい過ごしたいと思います。 

今日は「やきいも大会」です 

 

11月 17日には収穫した大根

を使って「おでん」を作りま

した。野菜の皮むき、包丁で

切る、昆布を結ぶ、など年齢

に合わせてクッキング体験。

大きなお鍋で煮たおでんの味

は格別でした。 


